
 

 

 

2026年 12月号 

授業のお知らせ 

12月授業  1月授業 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

11/22 23 24 25 26 27 28  1/3 4 5 6 7 8 9 

29 30 12/1 2 3 4 5  10 11 12 13 14 15 16 

6 7 8 9 10 11 12  17 18 19 20 21 22 23 

13 14 15 16 17 18 19  24 25 26 27 28 29 30 

 冬期講習 

日 月 火 水 木 金 土 

12/20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 1 2  

※ 12月授業は 11月 23日(月)から 12月 19日(土)までの 4週間です。 

※ 12月 13日(日)から 1月 9日(土)は冬期講習を行います。 

※ 1月授業は 1月 4日(月)から 1月 30日(土)までの 4週間です。 

 

① 冬期講習会を実施します【12 月 13 日(日)～1 月 9 日(土)】 

2026年も残り少なくなり、まもなく冬休みです。 

今年も、冬休みの集中学習できる期間を利用し、学力

向上・成績向上を目指して「冬期講習会」を開講いたし

ます。 

冬期講習や夏期講習などの集中学習をきっかけに、

大きく学力アップを成し遂げている例がたくさんあります。 

一人ひとりが最高の笑顔で新学期を迎えられるよう、スタッフ一丸となって全力で努力してまいります。 

また、受験生は、いよいよ入試への追い込みです。残された大切な時間、悔いのない学習量を確保し、

万全の合格体制を整えましょう！ 

詳細につきましては、面談でお渡ししている「冬期

講習会のしおり」をご覧ください。 

なお、都合の悪い日時を記入して頂く「冬期講習

申込書」を基に、先生とのカップリングや他の生徒の

スケジュール等、全体的な調整をして日程を組みま

すので、 部活、旅行などで予定のあるコマのみ「×」

を記入してください。 

 

 

 

 

 

上作延教室だより 



 

② 12 月 13 日(日) 全県模試実施(中 3 生) 

高校受験生にとって、年内最後の模試が 12月 13日(日)に実施されます。 

いよいよ高校入試が目の前に近づいてきました。 

本番同様に全力で挑戦し、納得のいく結果を出して、自信と余裕を持って高校入試に臨みましょう。 

 

③ 1 月 9 日(土) 第 4 回全国模試実施(中 3 生以外) 

2026年度最後の全国模試を 1月 9日(土)に実施予定です。全員が前

回を上回る結果を出せるよう頑張りましょう。 

また、事前に模試に向けて実力強化問題集を配布しますので、必ず

取り組んでおきましょう。わからない所、疑問点は授業時に持参し質問し

てください。 

中学 2年生は事前に第 1志望から第 5志望まで志望校を決定してお

いてください。 

詳細については後日配布します別紙を参照してください。スケジュー

ルが合わない生徒は事前に振り替え受験（自宅受験を含む）を受け付けます。 

  

④ 1月30日(土) 2026年度第3回漢字検定実施 

今年度最後の漢字検定が1月30日(土)に実施します。 

検定合格というはっきりとした目標を定め、それに向かって努

力することにより、着実に力を付けることができます。 

また合格することにより大きな達成感を味わう事ができ、更

なるチャレンジへと繋がります。 

漢字検定は、自分の努力次第でどんどん上を目指せま

す。 

実際、現学年よりさらに上のレベルの級に合格している生徒が 今迄にたくさん出ています。そして、その

努力が全て自分の将来への財産となります。努力したことは、高校入試や大学入試、就職など、将来必ず

あらゆる場面で生きてきます。大いにチャレンジしましょう。申込締切日は12月10日(木)です。 

 

⑤ 作文添削教室の優秀作品 

常盤平教室                                          中学 3年  野
の
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「町おこし」 

 私が内閣総理大臣になったら、地域の過疎化・地域格差の問題を解決したいです。 

 実際に東京に行った時、最新の流行っているものがたくさんあったり、身動きがとれないくらい人がいっぱ

いの町があってすごくびっくりしました。 

 一方、ニュースで過疎地域について取り上げられているのを見ると、東京などの過密している地域とは違

い、十分なサービスを維持することが難しくなっているという過疎地域の厳しい現状を知りました。 

 このような現状を知った上で、地域の町おこしを提案し、過疎地域にも観光客があふれるようにしたいで

す。 

 具体的に、過疎地域にしかない豊かな自然を利用して、いろんな体験ができるフェスを開いてみたり、Ｓ

ＮＳ活動を取り入れて地域の良さを全国の人々に届けたりしたいです。そして、観光で来た人がその地域

の特産物をメインとして料理を楽しめるレストランや宿の建設をすることを提案して、活性化につなげたいで

す。 


